
中

田
原
の
最
大
規
模
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

国
内
最
大
規
模
の
大
規
模
太
陽
光
発
電
所

（
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
）
の
起
工
式
が
七
日
、
愛
知
県
田
原

市
緑
が
浜
で
開
か
れ
た
。
三
井
化
学
が
保
有
す
る

八
十
二
万
平
方
房
の
遊
休
地
に
、
出
力
五
万
職
の

太
陽
光
発
電
設
備
と
、
同
二
千
害
の
風
力
発
電
設

備
三
基
を
建
設
。
二
〇

一
四
年
十
月
の
運
転
開
始

を
目
指
す
。

太
陽
光
と
風
力
を
合
わ
せ
た

発
電
量
は
、
年
間
六
千
七
百
五

十
万
啓
時
を
想
定
。
田
原
市
の

総
世
帯
数
の
約
九
割
に
当
た
る

一
万
九
千
世
帯
分
の
使
用
電
力

量
に
相
当
す
る
。
再
生
可
能

エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
い
取

り
制
度
に
基
づ
き
、
中
部
電
力

に
売
電
す
る
。

事
業
に
参
画
す
る
の
は
、
三

井
化
学
の
ほ
か
に
三
井
物
産
、

東
亜
合
成
、
東
芝
、
東
レ
、
三

井
造
船
と
中
電
子
会
社
の
シ
ー

テ

ツ
ク

（
名
古
屋
市
）
。
シ
ー

テ

ツ
ク
は
完
成
後
に
設
備
の
保

守
管
理
を
担
う
。

起
工
式
に
は
三
井
化
学
の
田

国
内
最
大
級
と
な
る
太
陽
光

・
風
力
発
電
所
の
建
設
予
定

地
＝
愛
知
県
田
原
市
で

轟:高lttI綿二孫I轟
"黒
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中
稔

一
社
長
ら
七
社
の
代
表
や

県
、
市
の
関
係
者
ら
約
百
人
が

出
席
し
た
。
田
中
社
長
は

「
田

原
市
は
日
照
時
間
や
風
速
が
日

本
の
最
高
水
準
。
事
業
を
成
功

さ
せ
て
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
に
貢
献
し
た
い
」
と
話

し
た
。

三
井
化
学
が
建
設
計
画
を
公

表
し
た
昨
年
十
月
時
点
で
は
今

年
六
月
に
着
工
す
る
予
定
だ

っ

た
が
、
電
気
の
買
い
取
り
価
格

の
決
定
が
見
込
み
よ
り
遅
れ
た

た
め
、
工
期
が
ず
れ
込
ん
だ
。

近

く
土

地

の
造
成

工
事

に
入

り
、
来
年
六
月
ご
ろ
か
ら
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
据
え
付
け
を
始
め

る
。
パ
ネ
ル
（縦

二
厨
、
幅

一
房
）

の
設
置
数
は
二
十

一
万
五
千
枚

と
大
が
か
り
な
工
事
と
な
る
。

運
転
開
始
後
は
季
節
や
時
間

帯
、
天
候
に
よ
る
発
電
量
の
違

い
な
ど
も
分
析
し
ノ
ウ

ハ
ウ
を

蓄
積
す
る
。
田
中
社
長
は

「
太

陽
光
発
電
に
は
発
電
効
率
や
耐

用
年
数
な
ど
が
課
題
。
技
術
革

新

を

テ

ー

マ
の

一
つ
に
し

た

い
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。
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